
５ 地域におけるその他の普及活動

花きの安定生産支援
～デルフィニウム栽培管理改善～

（課題番号 ２）

◆活動年次：令和６～７年度

◆対 象：みついし花き振興会（５６戸）

◆目標事項：デルフィニウムの栽培管理技術改善

◆到達度合：栽培管理項目の確認・改善

２戸→３戸（到達度75％）

1 課題の背景

・花き振興会の販売実績の７割以上を占めるデルフィ
ニウム生産において、近年、生育不良により減収し
ているほ場が見られている。

・令和５～６年の取り組みでは、茎腐萎凋病に対し
て、生育不良対策の助言、緑肥導入の呼びかけ、消
毒前後の病害リスクのポイントについて周知を行
い、改善効果が見られた。

・夏季の高温傾向により生育停滞・採花率低下・品質
低下しており（写真１）、対策が求められている。

２ 活動内容

(1)病害（茎腐萎凋病・フザリウム菌）対策

○土壌病害対策チェックリスト（表１）を作成し、

振興会全体会議で配布

○個別巡回で消毒前後の生育不良対策を支援

(2)暑熱対策

○実験センターと連携して、遮熱資材と細霧冷房・

屋根上かん水の効果について展示ほ・調査を実施

(3)土壌物理性・透排水性改善

○無材暗きょ施工（ｶｯﾄﾄﾞﾚｰﾝmini）の効果確認

○土づくり研修会で土壌物理性改善手法と診断方法

について情報を提供

(4)新規就農者支援

○町担い手協議会と連携し、新規就農者の巡回（２

戸）や個別巡回による栽培技術習得を支援した

３ 活動の成果

○病害対策についての栽培管理項目は、振興会全体

会議で振興会会員30名へ周知することができた

○本年は茎腐萎凋病の要請対応が減少、管理項目に

基づく対応は現地での助言による３戸となった

○暑熱対策、土壌物理性改善の取り組みについて

は、講習会等により、遮熱資材の特性や土壌物理

性改善の手法についての理解度が高まった

４ 残された問題点

○暑熱対策と土壌物理性改善については、地域内で課題が点在しているため、引き続き部

会に対する情報提供が必要である

○関係機関と連携した新規就農者の技術習得支援も継続が求められている

５ 今後の対応

○暑熱対策・土壌物理性改善の実践支援

○新規就農者の技術習得支援

写真１ 高温時の生育不良

写真２ 振興会全体会議

表 対策チェックリスト


